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☎0185-88-8407 Twitter 
Instagram 

             荷上場の酒屋 17 代続く菊池家で造られていたどぶろく 

(      再仕込みどぶろく『坂野
さ か の

泉
いずみ

』伊藤謙商店にて 150 本(限定販売) 

～ 〇〇 ～ 

 

原料米 

江戸時代に近づけ、現在の主食米

「あきたこまち」を使用し、精米歩

合は 88％まで精米しました。 

（コイン精米機での精米と同等） 

製造方法・酵母 

平安時代初期の造りを応用し、「再

仕込みどぶろく製法を考案 

酵母は 800 年前に出来たといわれ

る「白神こだま酵母」を使用 

味わい 

当時の飲み口は濃くて甘かったと

推測。濃醇甘口タイプ、甘くサッパ

リとした酸味が特徴です。 

ラベル・容器 

木彫りの看板を木のラベルで再現 

レトロな機械栓ビンを使用し、銘柄

復活のイメージとマッチします。 

歴史を辿り、蘇る地酒の味 

旧荷上場村で代々、肝煎（佐竹

藩から命ぜられ村政を取り仕切る村長

にあたる）を仰せつかっていた「菊

池家」という旧家があります。 

現在まで 17 代続く菊池家は、

当地域では通称「酒屋の家」（さ

がやのえ）と呼ばれており、現在

は造られていませんが、江戸時代

にお酒を製造していました。 

当時のお酒の銘柄「坂野泉」が

彫られた木の看板や文書「菊池文

庫」（秋田公文書館保管）が残さ

れています。 

荷上場地域で 140 年続く唯一

の酒販売店として、また酒類製造

者として、かつて荷上場で造られ

ていた地酒銘柄の復活を通して、

荷上場地域の歴史を知ってもら

い、誇りに思って欲しいと考え復

活させました。 

荷上場限定販売 

どぶろく「坂野泉」 
720ml  

税込 2310円 

 

菊池家に残る 
当時の看板 

 

 昔飲まれていたようなどぶろくを再現 

するため、手間暇かけて造りました。３年間

寝かせ熟成させた坂野泉は濃厚で甘口の 

  飲みごたえのあるどぶろくです。 



・愛に始まり、愛に終わる（瀬戸内寂聴） 
・朝嵐（矢野隆） 
・あの日（小久保晴子） 
・アンチ整理術（森博嗣） 
・いつでも母と（山口恵以子） 
・癒し屋キリコの約束（森沢明夫） 
・おふたりさま夫婦、老活はじめました 
 （堀田あきお） 
・救命センターからの手紙（浜辺祐一） 
・国宝 上（吉田修一） 
・国宝 下（吉田修一） 

 

 

  

  

 

 

    

 

 

  

  

 

  

  

    

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※恋文すぽっときみまちで借りられます 

・四肢奮迅（乙武洋匡） 
・シルクロード（桜蘭探検隊（椎名誠） 
・チェコの十二カ月（出久根育） 
・父の贈りもの（中井貴恵） 
・ちよぼ（諸田玲子） 
・冷たい豆満江を渡って（梁葉津子） 
・配偶者をうしなうということ（河合千恵子） 
・母のはなし（群ようこ） 
・バッグをザックに持ち替えて（唯川恵） 
・彼岸花が咲く島（李琴峰） 
・白光（連城三紀彦） 
 

・風神雷神 風の章（柳広司） 
・風神雷神 雷の章（柳広司） 
・森のなかの海 上（宮本輝） 
・森のなかの海 下（宮本輝） 
・山猫珈琲 上巻（湊かなえ） 
・山猫珈琲 下巻（湊かなえ） 
・利休にたずねよ（山本兼一） 
・臨場（横山秀夫） 
・わかれの船（宮本輝） 
 

 

 御飲食代に応じて 300 円の

クーポンがもらえます。 

最大で 1,200 円の割引クー

ポンがもらえてお得に飲食が

出来るチャンスです。 

各店無くなり次第終了なの

で、お気をつけください。 
 

 

【加盟店】 

 

・萬福食堂 
・フードボックス 

・きみまち阪壱ノ座 
・花てい 

・くつろぎ 
・寿晴ラーメン 
・だいこん亭 
・マイウェイ 

・暖 

・株式会社藤里開発公社 
・藤里町総合開発センター  

食堂部 田代 


